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要　　　約
　小ギクつぼみ期収穫切り花の開花処理における処理液の組成について検討した．
１ 　‘金の祝’に対して，３～５％のショ糖溶液を吸収させたところ，ショ糖無しに比べて，頭花の開
花および舌状花の発色が促進された． 

２ 　‘みのる’および‘銀星’において，処理液に0.03％の界面活性剤（ポリオキシエチレン脂肪酸エ
ステル+ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル+ポリナフチルメタンスルホン酸ナトリウム）
を添加することにより，無添加に比べて，処理液の吸収が促進され，新鮮重が増加した．
３ 　３％のショ糖溶液に0.03mMのチオ硫酸銀錯体（STS）を混用することにより，ショ糖単用に比べて，
‘川風’の葉の黄変が抑制された．
４ 　６品種のつぼみ期収穫切り花を用いて，ショ糖（３％）+界面活性剤（0.03％）+ S T S（0.03m M）

+8-ヒドロキシキノリン硫酸塩（8- H Q S）（200p p m）の組成の処理液とし，気温が25℃，P P F Dが12
μm o l･m-2･ s-1，日長が12時間の環境条件で開花処理したところ，すべての品種において，ほ場で自
然開花させた開花期収穫切り花と同等の品質で開花させることが可能であった．
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Masahito YAMANAKA, Katsutomo TAMAKI, Yuichiro MIZUTANI, Yoshihiko MIYATANI, 

Yoshiyuki TAKENAKA and Terufumi NAKA

Summary
　The formulation of a treatment solution for flowering treatment of cut small-flowered chrysanthemum harvested 
at the bud stage was investigated.  
⑴ 　Absorption of 3-5% sucrose solutions by cut flowers‘Kinnoiwai’at the bud stage facilitated the flowering of 

caput and color change of ray floret more than the case without sucrose. 
⑵ 　The addition of 0.03% surfactant（polyoxyethylene fatty acid ester + polyoxyethylene nonyl phenyl ester + 

polynaphthyl methane sulfonic acid sodium）to the treatment solution facilitated the absorption of the treatment 
solution and increased the fresh weight more than the case without surfactant in ‘Minoru’and ‘Ginsei’.
⑶ 　Treatment with 0.03 mM silver thiosulfate complex（STS）plus 3% sucrose inhibited leaf yellowing more 

than sucrose alone in‘Kawakaze’. 
⑷ 　When six cultivars of cut flowers harvested at the bud stage were treated with 3% sucrose, 0.03% surfactant, 
0.03 mM STS and 200 ppm 8-hydroxyquinoline sulfuric acid salt（8-HQS）and kept at 25℃ under PPFD at 12 
μmol•m-2•s-1 and a 12-hr photoperiod, all cultivars could flower as quality cut flowers for harvesting at the full-

bloom stage in the field.
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緒　　　言
　一般に切り花の収穫時の開花程度は“切り前”と呼ば
れる．切り前は消費からさかのぼって，収穫から出荷・
販売までの流通にかかる所要時間や輸送時の気温，湿
式・乾式などの輸送手段，さらには消費者の嗜好に応じ
て決定されている．この時の切り前はユリなどの一部品
目を除いて，がく等が開裂し，花色が視認できる程度の
状態であり，収穫後，室温で水に生ければ問題なく開花
する．
　一方で，これら通常の切り前より前の段階のつぼみ期
に収穫する，いわゆる“つぼみ切り”が古くから研究さ
れている．つぼみ切りのメリットは，出荷不能のつぼみ
の強制開花や収穫サイクルの短縮による増収，不良環境
や病害虫の回避，貯蔵による出荷調整および輸送性の向
上などが挙げられる5）．
　つぼみ期収穫切り花（以降，つぼみ切り花と表現）
は，自然開花で通常の切り前で収穫した開花期収穫切り
花（以降．慣行切り花と表現）と異なり，特別な開花処
理が必要となる18）．つぼみ切り花の開花処理に関しては
カーネーション11），輪ギク4），ユリ12, 14），スイートピー8）

およびシュッコンカスミソウ2）などの報告がある．これ
らの報告では慣行切り花と同等の品質以上に開花させる
ためのショ糖，界面活性剤，植物成長調整物質，エチレ
ン作用阻害剤および抗菌剤等の開花のための処理液の組
成ならびに気温，湿度および光などの環境条件が主に検
討されている．
　著者らは，小ギクの機械による一斉収穫技術の開発を
目指している．本技術の大きな問題として，一斉に収穫
した場合，出荷に満たない切り前のつぼみ切り花が廃棄
され，出荷率が低下する点が挙げられる．そのため，つ
ぼみ切り花を正常に開花させて商品化する技術は，一斉
収穫技術の補完技術として重要と考えられる．さらに，
仏花での需要が多い小ギクでは，盆，春秋の彼岸，正月
が特需期である13）ことから，貯蔵性に優れた5）つぼみ切
り花の貯蔵と人工的な開花処理の組み合わせによる出荷
調整は，経営上，極めて有利と考えられる．
　そこで，本研究では小ギクのつぼみ切り花の開花処理
において，ショ糖，界面活性剤およびエチレン作用阻害
剤の効果について検討し，さらにそれらから得られた処
方により作製した処理液の効果を開花期および花色の異
なる複数の品種を用いて実証した．
　なお，本研究は農林水産省の新たな農林水産政策を推
進する実用技術開発事業「小ギクの一斉機械収穫・調整
システムの開発」（2008～2010）により実施した． 

材料および方法
１ 　ショ糖濃度が開花および品質に及ぼす影響（実験１）
　実験には兵庫県立農林水産技術総合センター（兵庫県
加西市）のガラス温室に2008年８月15日に定植し，11月
15日から最低気温７℃で加温栽培した‘金の祝’を供試
した．2009年１月６日につぼみのがくが開裂し始めた時
点（膜切れ時）で収穫し，一次着蕾側枝を５本，切り花
長を60cmに調整し，茎基部の３分の１の葉を除去した．
その後，気温が25℃，白色蛍光灯による照明のPPFDが
12μmol･m-2･s-1，日長が24時間の人工気象室内で，ショ
糖溶液を吸収させて開花処理した．濃度は０，0.5，１，
２，３，４，５％の７水準とし，１処理区当たり５本ずつ
供試した．なお，ショ糖の溶解には水道水を用い，抗
菌剤として8-ヒドロキシキノリン硫酸塩（8-HQS）の
200ppmを添加した（以降の実験も同じ）．
　頭花１輪の舌状花が展開し，花芯全体が目視できた時
点を開花とし，順次，輸送シミュレーションとして段
ボール箱に入れ，15℃に設定した人工気象室内に24時
間保管した．その後，茎基部を５cmの長さで切り戻し，
開花処理と同条件の人工気象室内で水道水に生け替えた
（以降，生け花と表現）．
　処理開始から開花までの日数，新鮮重の変化率および
処理液の新鮮重100g当たりの吸収量，開花時と生け花
７日後の頭花径，舌状花色および葉色，さらに，生け花
14日後までの開花頭花数を調査した．舌状花色および葉
色は色彩色差計（CR-400，コニカ・ミノルタ）で測定し，
頭花の大きさおよび舌状花色については，開花時は最も
早く開花した頭花，生け花７日後は５番目前後に開花し
た頭花を測定した．葉色は切り花の下位の３枚の葉を測
定し，L*･b*･|a*|-1の式で黄変指数を算出した．また，こ
れらの切り花品質に関する調査は慣行切り花についても
行い，つぼみ切り花と比較した．なお，これらの調査は
実験２，３および４においても，同じ調査項目であれば，
同様の方法で行った．

２ 　界面活性剤が処理液の吸収と新鮮重の変化に及ぼす
影響（実験2）
　実験には兵庫県立農林水産技術総合センターの露地ほ
場に2009年４月22日に定植した‘みのる’および５月１
日に定植した‘銀星’を供試した．いずれも生産現場で
は，比較的水あげが悪い品種とされている．‘みのる’
は８月12日，‘銀星’は９月15日に膜切れ時点で収穫し，
切り花長を50cmに調整し，茎基部の３分の１の葉を除
去し，実験１と同様の人工気象室内で開花処理した．処
理区はショ糖濃度を３％とし，界面活性剤（ポリオキ
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の乙女’は15℃の人工気象室内で24時間保管した．その
後，切り花を60cmの長さに調整し，茎基部の３分の１
の葉を除去後，１処理区当たり５本ずつ生け花し，調査
した．なお，開花所要日数は20本すべてを調査した．

結　　　果
１ 　ショ糖濃度が開花および品質に及ぼす影響（実験１）
　開花所要日数はショ糖0.5～５％区では6.4～7.6日とな
り，濃度による差は認められなかった（図１）．０％区
では9.0日となり，２～５％区より開花に日数を要した．
生け花後の開花頭花数は，４日目から差がみられ，ショ
糖２％以上では開花数が増加した（図２）．14日目にお
いては５％区の開花数が最も多くなった．処理液の切り
花新鮮重100g当たりの吸収量は0.5～５％区では107.9～
147.9gとなり，０％区の391.6gより少なかった（図３）．
処理前後の新鮮重変化率は０％区では117.0％で，処理
後の新鮮重が増加したのに対し，0.5～１％区では96.5～
101.4％となり，処理前と同等または減少した（図４）．
　つぼみ切り花の開花時の品質において，花径は２％区
が０，0.5および４％区より有意に大きかった（表１）．
花色はつぼみ切り花では，L*およびa*値は濃度による
差は認められず，b*値は０％区が0.5～５％区より有意
に低かった．葉の黄変指数に差は認められなかった．慣
行切り花との比較では，花色のa*値がいずれの濃度も有
意に小さく，b*値においては０～２％区が有意に低かっ
た．色差（ΔE）は濃度が高いほど小さくなる傾向を示
した．
　生け花７日後の品質において，花径には差は認められ
ず，花色ではa*値が０および0.5％区が１～５％区より
有意に高かった（表１）．b*値は２～５％区が０％区よ
り有意に高かった．葉の黄変指数に差は認められなかっ
た．慣行切り花との比較では，つぼみ切り花は花色のa*

値が０および0.5％区が有意に高く，b*値はいずれの濃
度も有意に低かった．

２ 　界面活性剤が処理液の吸収および新鮮重の変化に及
ぼす影響（実験２）
　切り花新鮮重100g当たりの処理液の日吸収量は‘み
のる’では界面活性剤有区（有区）が65.7gとなり，界
面活性剤無区（無区）の37.5gと比べて1.8倍多かった（図
５）．‘銀星’も同様に有区が57.2gとなり，無区の27.9g
に比べて2.1倍多かった．有区の新鮮重変化率において，
‘みのる’では開花時は144.8％となり，無区の115.8％よ
り高かった（図６）．輸送シミュレーション後は86.5％
となり，無区と同程度に低下したが，生け花７日後では

シエチレン脂肪酸エステル+ポリオキシエチレンノニル
フェニルエーテル+ポリナフチルメタンスルホン酸ナト
リウム，グラミンS，三井化学アグロ）濃度を0.03％とし，
界面活性剤＋ショ糖（界面活性剤有区）およびショ糖の
み（界面活性剤無区）の２水準とし，１処理区当たり５
本ずつ供試した．開花後は開花処理と同条件の人工気象
室内で生け花し，調査した．

３ 　エチレン作用阻害剤が葉の黄変に及ぼす影響（実験３）
　実験には奈良県農業総合センター（奈良県橿原市）の
ガラス温室に2008年12月22日に定植し，無加温栽培した
生産現場で葉の黄変が生じやすいとされる夏ギク品種
‘川風’を供試した．2009年４月14日に膜切れ時で収穫
し，おおよそ24時間段ボール箱で常温輸送した後，茎の
基部を５cmの長さで切り戻し，３時間水道水を吸収さ
せた．その後．切り花長を60cmに調整し，茎下部の３
分の１の葉を除去し，実験１と同様の人工気象室内で開
花処理した．処理区はチオ硫酸銀錯体（STS，Argylene, 

ARGYLENE BIOCHEM ApS）濃度を0.03mM，ショ糖濃
度を３％とし，STS＋ショ糖（STS＋ショ糖区），ショ
糖のみ（ショ糖単用区），STSのみ（STS単用区）およ
びショ糖とSTS両方無し（無処理区）の４水準とし，１
処理区当たり４本ずつ供試した．開花後は開花処理と同
条件の人工気象室内で，エチレン感受性の判断に有効と
される100ppmのエセフォン（エスレル10，石原バイオ
サイエンス）溶液に生ける手法15）にて，調査した．

４ 　ショ糖，STSおよび界面活性剤を混用した処理液
で開花させたつぼみ切り花とほ場で自然開花させた切
り花との品質比較（実験４）

　実験には兵庫県立農林水産技術総合センターの露地ほ
場に2010年４月14日に定植した‘みのる’と‘広島紅’，
５月１日に定植した‘銀星’，ガラス温室に2010年６月
14日に定植し，無加温栽培した‘つばさ’と‘金秀’お
よび９月１日に定植し，12月１日から最低気温10℃で加
温栽培した‘沖の乙女’を供試した．‘みのる’および‘広
島紅’は８月５日，‘つばさ’および‘金秀’は10月21
日，‘沖の乙女’は12月４日に膜切れ時に収穫した．切
り花長を80cmに調整し，茎基部15cmの葉を除去した．
その後，20本束ごとに新聞紙で包み，気温および光源
とPPFDは実験１と同様で，日長は12時間とした人工気
象室内で開花処理した．処理液はショ糖を３％，STSを
0.03mM，界面活性剤（グラミンS）を0.03％で処方した．
開花後はダンボール箱に入れ，庫内温度を‘みのる’お
よび‘広島紅’は25℃，‘銀星’および‘金秀’は20℃，‘沖
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後では無区が92.1％に低下したのに対して103.6％と増加
した．‘銀星’においても有区では開花時は119.8％とな
り，無区の88.8％より高かった．輸送シミュレーション
後は91.5％となり，無区と同程度に低下したが，生け花

無区が92.1％に低下したのに対して103.6％と増加した．
‘銀星’においても有区では開花時は119.8％となり，無
区の88.8％より高かった．輸送シミュレーション後は
91.5％となり，無区と同程度に低下したが，生け花７日

の乙女’は15℃の人工気象室内で24時間保管した．その
後，切り花を60cmの長さに調整し，茎基部の３分の１
の葉を除去後，１処理区当たり５本ずつ生け花し，調査
した．なお，開花所要日数は20本すべてを調査した．

結　　　果
１ 　ショ糖濃度が開花および品質に及ぼす影響（実験１）
　開花所要日数はショ糖0.5～５％区では6.4～7.6日とな
り，濃度による差は認められなかった（図１）．０％区
では9.0日となり，２～５％区より開花に日数を要した．
生け花後の開花頭花数は，４日目から差がみられ，ショ
糖２％以上では開花数が増加した（図２）．14日目にお
いては５％区の開花数が最も多くなった．処理液の切り
花新鮮重100g当たりの吸収量は0.5～５％区では107.9～
147.9gとなり，０％区の391.6gより少なかった（図３）．
処理前後の新鮮重変化率は０％区では117.0％で，処理
後の新鮮重が増加したのに対し，0.5～１％区では96.5～
101.4％となり，処理前と同等または減少した（図４）．
　つぼみ切り花の開花時の品質において，花径は２％区
が０，0.5および４％区より有意に大きかった（表１）．
花色はつぼみ切り花では，L*およびa*値は濃度による
差は認められず，b*値は０％区が0.5～５％区より有意
に低かった．葉の黄変指数に差は認められなかった．慣
行切り花との比較では，花色のa*値がいずれの濃度も有
意に小さく，b*値においては０～２％区が有意に低かっ
た．色差（ΔE）は濃度が高いほど小さくなる傾向を示
した．
　生け花７日後の品質において，花径には差は認められ
ず，花色ではa*値が０および0.5％区が１～５％区より
有意に高かった（表１）．b*値は２～５％区が０％区よ
り有意に高かった．葉の黄変指数に差は認められなかっ
た．慣行切り花との比較では，つぼみ切り花は花色のa*

値が０および0.5％区が有意に高く，b*値はいずれの濃
度も有意に低かった．

２ 　界面活性剤が処理液の吸収および新鮮重の変化に及
ぼす影響（実験２）
　切り花新鮮重100g当たりの処理液の日吸収量は‘み
のる’では界面活性剤有区（有区）が65.7gとなり，界
面活性剤無区（無区）の37.5gと比べて1.8倍多かった（図
５）．‘銀星’も同様に有区が57.2gとなり，無区の27.9g
に比べて2.1倍多かった．有区の新鮮重変化率において，
‘みのる’では開花時は144.8％となり，無区の115.8％よ
り高かった（図６）．輸送シミュレーション後は86.5％
となり，無区と同程度に低下したが，生け花７日後では
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３ 　エチレン作用阻害剤が葉の黄変に及ぼす影響（実験３）
　切り花新鮮重100g当たりの処理液の吸収量はSTS単
用区が421.1gで最も多くなり，STS+ショ糖区，ショ
糖単用区および無処理区は204.0～250.6gの間で差はな
かった（図７）．開花後，エセフォン溶液に生け替え７
日後の葉の黄変指数はSTS＋ショ糖区が39.3，STS単用
区が46.1と低く，それよりショ糖単用区が120.0，さらに
無処理区が234.5で最も高くなった（図８）．

４ 　ショ糖，STSおよび界面活性剤を混用した処理液
で開花させたつぼみ切り花とほ場で自然開花させた切
り花との品質比較（実験４）
　つぼみ切り花の開花所要日数は‘沖の乙女’が6.0日
となり，他品種よりやや短かった（表２）．つぼみ切り

７日後では88.1％となり，無区の80％より高かった．

慣行切り花との比較では，両品種ともに輸送シミュレー
ション後および生け花７日後の新鮮重変化率は，有区は
慣行切り花と同様に推移した．
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３ 　エチレン作用阻害剤が葉の黄変に及ぼす影響（実験３）
　切り花新鮮重100g当たりの処理液の吸収量はSTS単
用区が421.1gで最も多くなり，STS+ショ糖区，ショ
糖単用区および無処理区は204.0～250.6gの間で差はな
かった（図７）．開花後，エセフォン溶液に生け替え７
日後の葉の黄変指数はSTS＋ショ糖区が39.3，STS単用
区が46.1と低く，それよりショ糖単用区が120.0，さらに
無処理区が234.5で最も高くなった（図８）．

４ 　ショ糖，STSおよび界面活性剤を混用した処理液
で開花させたつぼみ切り花とほ場で自然開花させた切
り花との品質比較（実験４）
　つぼみ切り花の開花所要日数は‘沖の乙女’が6.0日
となり，他品種よりやや短かった（表２）．つぼみ切り

花と慣行切り花との品質比較において，すべての品種で
開花時には有意な差は認められなかった．生け花７日後
の慣行切り花に対してつぼみ切り花は，‘みのる’では
花色a*値が高い，花径が大きい，‘広島紅’では葉の黄
変指数が低い，花色a*値が高い，花径が大きい，‘銀星’
では新鮮重変化率が高い，品質保持日数が長い，‘金秀’
では花径が小さい，‘沖の乙女’では花色L*値が高い，
b*値が低い，開花頭花数が多い，といった項目で有意
な差が認められた．‘つばさ’はすべての品質の項目に
おいて有意な差は認められなかった．また，慣行切り花
との色差（ΔE）は，開花時および生け花７日後におい
て，白色品種は小さく，赤色品種は大きくなる傾向が認
められた．

考　　　察
　開花にとって糖質は重要であり，ほ場から収穫された
後の切り花は，光合成による炭水化物の合成が制限され
ることから，糖質不足により開花が不完全になりやすい6）．
特に収穫から開花までに期間を要するつぼみ切り花が正
常に開花するには，慣行の切り前で収穫された切り花以
上に植物体内での糖質の確保が重要と考えられる．
　収穫後の切り花の切り口から糖質を吸収させること
が，開花促進，花色向上および老化抑制に結びつくこと

が知られている6）．そのため，つぼみ切り花の開花処理
に関する研究では糖質濃度に関する報告が多数あり，と
りわけショ糖においては，カーネーションでは３％11），
輪ギクでは２～５％4），スイートピーでは５％8），ユリ
では１％12）あるいは５％14），シュッコンカスミソウでは
４％2）が好適濃度とされており，品目や報告によって異
なっている．
　本実験では，小ギクのつぼみ切り花に対して，ショ糖
濃度が２～５％の範囲で開花所要日数が短縮され，観賞
期間中の頭花の開花数が増加した．本間4）が輪ギク‘秀
芳の力’で200ppmの8-ハイドロオキシキノリン（8-HQC）
を含む２～５％のショ糖溶液で比較したところ，水道水
に比べて開花所要日数が短縮したとしている．また，市
村6）はシュッコンカスミソウやキンギョソウなど一茎に
多数のつぼみを含む切り花ではショ糖吸収により著しい
開花促進効果を示すとしており，本実験の小ギクにおい
ても，これらの報告と同様に，ショ糖による開花促進効
果が顕著に表れたと考えられた．
　キクの舌状花の色素はアントシアニンとカロチノイド
で構成されている9）．切り花に対するショ糖の供給は，
アントシアニンの合成に対して基質となる糖質の増加と
関与する遺伝子の発現が高まり促進される6）．一方，カ
ロチノイドと糖質の関係については，現在においては不
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明とされている6）．
　実験１で用いた‘金の祝’は花弁にカロチノイド色素
を多く含む9）黄色品種で，本実験において開花時はショ
糖３％以上，生け花７日後は２％以上で花色のa*が低下
してb*値が上昇し，黄味が濃くなった．このことはカロ
チノイド色素においても，糖質の供給により，合成が促
進させることを示唆しており，今後の検討が必要であろ
う．以上の結果から，慣行切り花と同等の品質でつぼみ
切り花を開花させるのに好適なショ糖濃度は３～５％で
あると考えられた．
　一方，実験１ではショ糖を添加すると処理液の吸収量
が減少し，同時に新鮮重も低下することが認められ，開
花時の“見かけの鮮度”が悪化した．宇田ら19）はスプレー
カーネーション切り花の吸水において，生け水に界面活
性剤を加えることにより，吸水速度が速まり，花弁の萎
凋が抑制され，品質保持期間が延長されることを明らか
にしている．そこで，実験２において，ショ糖溶液の吸
収を促進することをねらいとして，界面活性剤の添加に
ついて検討した．本実験では，界面活性剤の種類として，
土井・釣賀3）が輪ギク‘神馬’切り花の吸水に対して高
い効果を認めた“新グラミン”の成分であるポリオキシ
エチレンノニルフェニルエーテルを含む“グラミンS”
を用いた．その結果，本実験においても，0.03％の界面
活性剤を添加することにより，宇田ら19）および土井・
釣賀3）の報告と同様，吸水速度の上昇が認められた．さ
らに，切り花新鮮重の減少も認められず，開花時や観賞
期間中の“見かけの鮮度”の維持が可能であった．界面
活性剤による吸水速度の促進は，表面張力が低下した水
を吸収することにより，導管内のマトリックポテンシャ
ルが上昇するためとされている3）。このことから，つぼ
み切り花の開花処理でのショ糖溶液においても，通常の
生け水同様，界面活性剤の添加は有効であることが示唆
された．
　予備実験において，品種によっては開花後，葉が黄変
する現象が認められた．キク切り花の品質低下の要因と
して，葉の黄変が挙げられ，その原因のひとつとしてエ
チレンの作用が報告されている1）．対策としてはSTS処
理が有効とされており1），山中ら21）は小ギク‘みのる’
を用いた実験で，出荷前に0.25mMのSTS溶液を３～６
時間吸収させることにより，葉の黄変を抑制できること
を明らかにし，その時の銀の吸収量を切り花新鮮重100g
当たり３～４μmolが適当と推定した．このことから，
小ギクのつぼみ切り花においても開花処理前にSTSを吸
収させることが有効と考えられるが，２段階の処理とな
り作業性が悪い．

　Shimizu ・ Ichimura16）はトルコギキョウの品質向上に
STSとショ糖を混用した溶液を出荷前処理として吸収さ
せることが，小花の開花促進と品質保持期間の延長に効
果があるとしている．そこで，実験３において，小ギ
クつぼみ切り花の開花処理においてSTSとショ糖の混用
の効果を検討した．STSは実験１で判明した３％のショ
糖溶液の吸収量を参考にして，銀吸収量がおおむね切り
花新鮮重100g当たり３μmolなるように算出し，３％の
ショ糖に対し，0.03mMの濃度で混用した．その結果，
処理液へのSTSの混用は葉の黄変を顕著に抑制すること
が明らかになった．この時の銀の吸収量を宇田17）がカー
ネーションで示したSTS溶液吸収量から銀吸収量求める
計算式を用いて推定すると，切り花新鮮重100g当たり
約５μmolであった．この値は山中ら21）の３～４μmol

が好適吸収量とした報告よりやや多かったが，本実験に
おいては薬害等の発生はみられなかった．
　一方，本実験ではショ糖単用でもSTSには及ばないも
のの黄変抑制効果が認められた．糖質はエチレンの合成
や感受性を低下させる働きがあり，カーネーションやス
イートピーの老化を抑制するとされている6）．このこと
から考えると，ショ糖にも一定の黄変抑制効果があるこ
とから，開花処理液へのSTSの添加は黄変しやすい品種
や時期のみで良いかも知れない．
　実験１，２および３の結果をもとに，ショ糖，界面活
性剤およびSTSを混用した処理液を作成し，その効果を
６品種で実証した．すべての品種ともに，ほ場で自然開
花させた慣行切り花と同等の品質で正常に開花させるこ
とができた．一方，水道水への生け替え後の品質は品種
によって慣行切り花との差がみられた．‘銀星’ではつ
ぼみ切り花の品質保持日数が慣行切り花より長くなっ
た．このときの慣行切り花の日持ちを終了とした理由は
“葉の萎れ”であった．宇田ら20）は，ストック切り花に
対して，界面活性剤を用いて収穫後水あげすることで，
水道水に生け替えた後の水上げが良くなることを報告し
ている．本実験においても，生け花７日後の新鮮重は慣
行切り花より増加したことから，開花処理液への界面活
性剤の添加は、小ギクつぼみ切り花の萎凋防止による日
持ち性の向上に効果があることが示唆された．
　花色では赤系品種が慣行切り花との差が白および黄系
品種に比べて大きかった．‘広島紅’ではつぼみ切り花
ではa*値が高く，慣行切り花より赤味が強くなった．こ
のことは先に述べた糖の供給によりアントシアニンの合
成が促進されたものと考えられた．一方，12月に収穫し
た‘沖の乙女’ではa*値に差はなかったものの，L*値が
高く，b*値が低くなり，視覚的には薄まった色となった．
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花色は糖質以外にも気温や光が強く影響するとされてい
る7, 10）．本実験でのつぼみ切り花の開花処理は，一般に
切り花の日持ち調査の条件とされる環境で行った．その
ため低温期の12月に収穫した‘沖の乙女’に対して，気
温25℃での開花処理は適切でなかったかも知れない．ま
た，‘金秀’のつぼみ切り花の頭花が小さかったことも，
10月の自然開花環境に比べて開花処理の気温が高かった
ことが要因と考えられる．これらのことから，今後，さ
らにつぼみ切り花の品質を高めるうえで，開花処理の環
境条件について，詳細に検討する必要があろう．
　以上を総括すると，小ギクのつぼみ切り花の開花処
理において，３％のショ糖，0.03％の界面活性剤（主
成分がポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル），
0.03mMのSTS，200ppmの8-HQSを処方とした処理液を
吸収させることにより，ほ場で自然開花した慣行切り花
と同等の品質で開花させることが可能と考えられた．
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